
 
 

低入札価格調査制度 
 
１）低入札価格調査制度 
   低入札価格調査制度とは、「低入札価格調査基準」を下回る入札があった場合

に、適正な委託業務の執行が可能かどうか疑義が生じるため、市が入札者の積算

根拠等について調査を行うものです。 
 
２）低入札価格調査基準 
   低入札価格調査基準  

＝｛入札額の低いものから５社の平均値（平均価格）× ０．８５ 
 
※低入札価格調査基準及び平均価格は、ともに千円未満切捨てとなります。 
※入札参加者が５社未満の場合は、すべての入札額の平均値を平均価格とします。 
※設計金額を超える入札額は、平均価格の算出対象から除外いたします。 

 
３）対象 
   都市計画課が所管する予算にて執行する業務委託を対象とします。 
 
４）調査手順 
   低入札価格調査基準を下回り、調査対象となった場合、当該競争入札の落札決

定を保留いたします。 
   市は、当該競争入札の最低価格入札者から別紙【低入札価格調査票】に基づき、

入札額の積算根拠等の事情を聴取するなどの低入札価格調査を行います。 
『低入札価格に該当しない』と認められる場合 

⇒最低価格入札者を落札者とします。 
  『低入札価格に該当する』と認められる場合 
   ⇒次に低い価格で入札した者を落札者とします。ただし、次に低い価格で入札

した者も低入札価格調査基準を下回っている場合には、同様に低入札価格調査

を実施いたします。 
 
  ※上記の場合においても、地方自治法施行令第１６７条の１０第１項の規定に基

づき、予定価格の範囲内の価格でなければ落札することはできません。 
  ※低入札価格調査は、やむを得ない場合を除き原則として入札日当日もしくは翌

日までに実施いたします。なお、調査が実施できない場合や調査の結果、適正

な理由なく落札を辞退した場合には、失格または指名停止等の罰則の対象とな

ることがあります。 
 

５）低入札価格認定対象者等に対する措置 

   ＜低入札価格に該当しないと認められる場合の措置＞ 

    入札日から当該契約の完成通知書提出日以後１ヶ月目までの期間において調査対象

業者が他の入札において再度低入札調査対象となる入札を行った場合、当該入札に係

る低入札価格調査の対象外として落札候補者から除外するものとするとともに、当該入札

日以降３ヶ月間は競争入札に参加できないものとします。 

   ＜低入札価格に該当すると認められる場合の措置＞ 

    当該認定の日以降１ヶ月以内に公示される条件付き一般競争入札（参加申請期限が

当該期間に含まれるものに限る。）及び指名競争入札に参加することができないものとし

ます。 

    当該認定日以前に参加を認められた条件付き一般競争入札又は指名通知を受けた指

名競争入札で、前項の期間内に執行されるものについては、認定を受けた参加資格又

は指名を取り消すものとします。 



 

 

別 紙 

低 入 札 価 格 調 査 票 
 

 

入札者 住所 

 

氏名      印 

 

 

業 務 名  

委 託 場 所  

入 札 価 格 円       

 

１ その価格で入札した理由 

 

※１ 入札価格の内訳書を添付すること。 

   2 内訳書に基づき、当該価格で入札した理由（低価格で実施することが可能となる理由）を 

具体的に記入する。 


